（報告様式２　完了報告書）

　　　　年　　月　　日

公益財団法人　日本国際協力財団

理事長　秋 山　進　殿

団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者役職名　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　(印)

○○○○年度国際協力ＮＰＯ助成
事業完了報告書

貴財団の○○○○年度国際協力ＮＰＯ助成による助成を受けた「　　　事業名　　　」が平成　年　月　日をもって完了いたしましたので、下記のとおり報告いたします。
記
	1. プロジェクト名：
	

	2. プロジェクト期間： 
	

	3. 実施地域：
	

	4. 援助対象者及び
対象者数：
	


	5. 上位目標：
	

	6. 事業目標：
	

	7. 事業実施概況：
	· 事業実施スケジュールの遅延または変更：　□　有　／□　無
· 予算流用の有無：　□　有　／□　無　

（チェックを入れてください）

	事業実施の概況を記載。
詳細は「別紙１」に記載してください。（1年間の活動を通して記載してください）
	

	8. 広報状況
	

	9. 今後の展望と課題：
持続発展性をどのように確保できたかも含め、記載してください
	

	10. 事業担当者および問合せ先：
	


◆添付書類◆
（１）助成金支出結果、明細表、領収書コピー
※各領収書には番号を付し、明細表と対応するようにしてください。
※外貨で支払ったものは円換算額とレートも記してください。
（２）事業の実施結果を証明する写真
以上

別紙１　（完了報告用）

７．事業内容

	上位目標（申請書に記載した上位目標）
	達成度

	申請書の上位目標をここに転記
	

	事業目標（当年度に目指すゴール）
	

	申請書の事業目標をここに転記
	


	活動実施時期
	活動計画
（申請書に記載した具体的活動・助成対象期間全てを記載してください。）
	実施状況
（活動が計画通り進んでいない場合は、その理由と改善策も記載してください。）
	活動実施成果と確認方法
（申請書に記載した期待される成果の達成度についても記載してください。）

	　　
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＊行数は活動数に合わせ適宜修正してください。
＊研修を実施した場合は、日時、場所、指導員、参加者人数（新規、継続の別）、研修内容（研修の回数含む）を実施状況に明記してください。
＊成果の評価方法の詳細を記載してください。 
別紙２　自己評価(該当する項目に☑を入れてください)　 

	スケジュール管理　
	· 計画通りに実施できた
	· ほぼ計画通りにできた
	· 変更が発生した

	変更が発生した原因と改善策

	

	予算管理
	· 計画通りに実施できた
	· ほぼ計画通りにできた
	· 変更が発生した

	変更が発生した原因

	

	活動成果
	· 期待する通りの成果が得られた
	· ほぼ期待する通りの成果が得られた
	· 成果が得られなかった

	成果がえられなかった原因と今後の対策

	

	当初期待していなかった成果や社会的影響等
	· あった
	· なかった

	あった場合はその内容を記載


	評価点：　　　　点（総合的にみた自己評価。100点満点）


活動地域での反響（受益者へのアンケートやコメント等含む）
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